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筆者の疑問

PCのインストール・アップデートに悩まされることに対する疑問

パーソナルコンピュータが便利で、これだけ一般に普及してきたが、
PCの持ち主になれば、知りたくもないその中身の動作をいや応なしに
学ぶ羽目になる。

この問題を解決する「Webアプリケーション」

 ユーザがシステムの管理者をする必要がない

 インストール・アップデートは不要
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Webアプリケーションとは
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デスクトップソフトウェアとは
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Webベースアプリケーションとは(1)
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Webベースアプリケーションとは(2)
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Webベースアプリケーションとは(3)
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Webアプリケーションの有用性
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必要なのは「Webブラウザ」のみ

特定のPCにアプリケーションと使うデータを閉じ込められる

PCにソフトウェアをインストールする場合

「Webベースアプリケーション」では、インストールが必要がない

 どこでも使うことができる

 OSとの互換性の回避
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データもアプリケーションもクライアントに置かれない

クライアントにデータを保持する必要がない

 クライアントを紛失時の損失を抑えられる

 サーバ上にデータがあるため

 どこからでも使うことができる

 複数のユーザが同時に、同じデータにアクセスできる
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Webベースアプリケーションの利点(1)
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Webベースアプリケーションの利点(2)
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リリース（1）

Webアプリケーションにおける重要な変化の一つ、「リリース方法」

「Webベースアプリケーション」では、リリースが容易に行える

 ユーザがリリースの際に、手間を取らせない。

 リリースが頻繁に行うことができる。

 リリースはユーザに手間をかけさせてしまうため、頻繁に
行うことは望ましくない。

 バグを修正したものをまとめてリリースする必要があり、
一回当たりのリリースが爆発的なものになる。

デスクトップソフトウェア
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リリース(2)
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リリース（3）

「Webベースアプリケーション」では、リリースが容易に行える

 リリースは、サーバにアップデートするだけで完了する。

 使うユーザにはリリースのたびに
手間をかけさせることがない。

 バグを見つけたら、その都度直して、
リリースすればよい。

ソフトウェアのリリースが、たまにある爆発のようなものでなく、
「段階的な変化の連続」になる
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バグ

 バグを見つけたら、その都度直して、すぐにリリースす
ることができる。

 バグの再現が容易

 ユーザのデータが手元にあるため、同じエラーを
再現できる。

バグを素早く発見・修正することができる

Webアプリケーションは、ソフトウェアがWebサーバ上で走っている
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Webアプリケーションの今後
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今後どうなっていくか

 ソフトウェアのビジネスモデルは、アプリケーションを
販売するというよりも、サービスを提供するという形になる

 クライアントの簡易化

 プラットフォームを意識することないので、
自由に選択、長い間使い続けられる。

 必要なのは、「ネット接続機能」と「閲覧ソフト」だけ
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課題

 オフライン時

 信頼性

 オンライン障害(Gmail

 データを預けることについて（情報＝金

 データが集約されることによる攻撃の恐れ
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